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「みどりの月間」の締めくくり緑化行事として
5 月 10 日（土）、11 日（日）に行われた「みどりの感謝祭」。

記念式典や森林の市、緑の募金といったさまざまなイベントを通じ、
“国民参加の森林づくり”への関心を高める貴重な機会となりました。

「みどりの月間」のイベント
みどりの感謝祭
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四
月
一
五
日
か
ら
五
月
十
四
日
ま
で

の
「
み
ど
り
の
月
間
」
中
は
、
全
国
各
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
五
月
一
〇
日
（
土
）・
十
一
日
（
日
）

に
開
催
さ
れ
た
「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
は
、

そ
れ
ら
を
締
め
く
く
る
重
要
な
行
事
。〝
育

て
よ
う　

未
来
へ
つ
な
ぐ　

豊
か
な
緑
〟

と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
千
代
田
区
に
あ

る
日
比
谷
公
園
内
に
設
置
さ
れ
た
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
「
記

念
式
典
」
に
は
、
全
国
か
ら
緑
の
少
年
団

や
緑
化
・
花
き
・
林
業
・
木
材
産
業
の
各

関
係
者
が
多
数
参
加
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
空
模
様
で
し
た
が
、
東
京
消
防
庁
音
楽

隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
元
気
に
入
場
行
進

す
る
子
供
た
ち
の
姿
に
、
会
場
に
集
ま
っ

た
人
た
ち
も
笑
顔
を
こ
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
式
典
に
は
、

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
も
御
臨
席
さ
れ
ま

し
た
。
名
誉
総
裁
で
あ
る
秋
篠
宮
殿
下
か

ら
は
、
全
国
で
の
活
発
な
緑
化
活
動
を
喜

ぶ
と
同
時
に
、
そ
の
輪
が
ま
す
ま
す
広
が

る
よ
う
に
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

美
し
い
自
然
を
、次
の
世
代
ま
で

大
切
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と

を
誓
っ
た
「
記
念
式
典
」

右上：秋篠宮殿下によるお言葉

右下：「みどりの文化賞」は財団法人　オイスカ（OISCA）が受賞

左上：緑の少年団など三団体へ苗木と花を贈呈

左下：練馬区立光が丘第六小学校合唱部による森林・緑の賛歌合唱
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「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
は
、
緑
豊
か
な
国

土
と
新
し
い
森
林
文
化
の
創
造
に
役
立
て

る
た
め
に
、
緑
や
森
林
に
関
し
て
顕
著
な

功
績
の
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体
一
組
に

授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
賞
に
設
け

ら
れ
た
今
年
の
テ
ー
マ｢

民
間
団
体
に
よ

る
国
際
緑
化
活
動
の
推
進
」
に
基
づ
き
、

一
九
六
九
年
の
創
立
以
来
、
主
に
ア
ジ
ア

太
平
洋
・
南
米
地
域
で
国
づ
く
り
や
農
業

を
中
心
と
し
た
人
材
育
成
・
植
林
活
動
な

ど
を
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
行
っ
て
い
る
「
財
団

法
人　

オ
イ
ス
カ
（
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）」
が

受
賞
。
そ
の
功
績
を
讃
え
、
名
誉
総
裁
で

あ
る
秋
篠
宮
殿
下
か
ら
の
表
彰
状
が
河

野
洋
平
衆
議
院
議
長
よ
り
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
緑
の
少
年
団
な
ど
三
団
体
へ

苗
木
と
花
の
特
別
贈
呈
や
、
福
井
県
福
井

市
一
乗
み
ど
り
の
少
年
団
に
よ
る
誓
い
の

言
葉
な
ど
が
行
わ
れ
、
式
典
は
い
よ
い
よ

フ
ィ
ナ
ー
レ
へ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
緑
化

セ
ン
タ
ー
主
催
「
第
１
回
森
の
Ｊ
Ｏ
Ｍ
Ｏ

カ
ッ
プ
・
森
の
文
化
祭
２
０
０
７
」
森
の

歌
（
小
学
生
）
部
門
、
林
野
庁
長
官
賞
を

授
受
し
た
服
部
竜
一
君
作
詞
の
「
ア
フ
ァ

ン
の
も
り
の
う
た
」
を
東
京
都
練
馬
区
立

光
が
丘
第
六
小
学
校
合
唱
部
の
子
供
た
ち

今
年
の
「
み
ど
り
の
文
化
賞
」
は

国
際
的
に
活
躍
す
る
団
体
が
受
賞

子供たちに笑顔で話されている姿が印象的だった秋篠宮同妃両殿下毎年恒例の苗木プレゼントでは長い行列ができていました

「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
終
了
後
、
東
京

都
・
銀
座
の
数
寄
屋
橋
公
園
に
て
「
緑
の

募
金
」
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
般
の
方
々
に
対
し「
緑
の
募
金
」

へ
の
協
力
を
募
る
と
同
時
に
、「
国
民
参

加
の
森
林
づ
く
り
」
へ
の
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

当
日
は
井
出
道
雄
林
野
庁
長
官
、
谷
福

丸
国
土
緑
化
推
進
機
構
副
理
事
長
を
は
じ

「
緑
の
募
金
」
を
通
じ
て

美
し
い
森も

林り

づ
く
り
に
参
加
を

め
、
大
相
撲
の
把
瑠
都
関
、
第
二
六
代
ミ

ス
中
央
の
お
二
方
、
緑
の
少
年
団
、
ガ
ー

ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
東
京
都
支
部
、
緑

の
協
力
員
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、「
緑
の

募
金
」
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
元
気
な
声
に
足
を
止
め
る
人

も
多
く
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
緑
の
募
金
」
は
、
国
内
外
の
「
森
林
づ

く
り
」
に
活
用
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
防
止

を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境
の
保
全
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

同時
開催
「
緑
の
募
金
」
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

上：大相撲の把瑠都関も参加
下：雨の中、がんばって協力を呼びかけていました

が
美
し
い
歌
声
で
披
露
し
ま
し
た
。
エ
ピ

ロ
ー
グ
に
は
一
般
の
方
々
へ
苗
木
と
花
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
式
典
は
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
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「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
の
併
催
行
事
と
し

て
、
日
比
谷
公
園
内
の
に
れ
の
き
広
場
・

第
二
花
壇
に
て
「
森
林
の
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体
、
森
林
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
・
企
業
な
ど
、
二
日
間
で

延
べ
七
七
の
ブ
ー
ス
が
出
店
。
会
場
の
あ

ち
こ
ち
で
木
工
品
の
展
示
や
販
売
、
新
鮮

な
山
菜
や
野
菜
、
手
作
り
の
特
産
品
の
即

売
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。ブ
ー
ス
の
な
か
に
は
、間
伐
材
を
使
っ

た
工
作
、
竹
細
工
、
押
し
花
と
い
っ
た
体

験
教
室
や
、
生
し
い
た
け
の
試
食
や
お
茶

の
試
飲
を
実
施
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
来

場
者
は
こ
う
し
た
貴
重
な
経
験
を
通
し
て
、

森
林
の
大
切
さ
や
豊
か
な
恵
み
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
第
二
花
壇
に
設
け
ら
れ
た
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
数
々
の
催
し
を
開
催
。

太
鼓
や
草
笛
の
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、

パ
ン
ト
マ
イ
ム
、
風
船
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
い
っ
た
子
供
か
ら
大
人

ま
で
が
楽
し
め
る
内
容
で
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

森
林
の
豊
か
な
恵
み
を
実
感
す
る

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
店
が
充
実

併催
行事
「
森
林
の
市
」が
開
催

左上：丸太切りが体験できるコーナーもあり、子供たちが挑戦していました　　右上：ツリークライミング（木登り）体験に子供たちは大喜び
左中：日本女子プロ協会によるゴルフの指導会も実施　　　　　　　　　　　　右中：木彫りの実演コーナーもあり、匠の技を真近に見ることができました
左下：ヤギやウサギなどと触れ合えるコーナーも子供たちに人気でした　　　　右下：山野草、木工品、木の実リースの販売コーナーは大盛況でした


